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1. はじめに

パイプ∵策が実施されている。し

かし，現実にはパイプラインの健全性を脅かすさまざまな
要因がある。例をあげれば，パイプの内外面に発生する腐
食，変形，地震などによる敷設位置の横ずれ，沈下などで
ある。これらを放置しておくと，漏洩事故，環境汚染，生
産性の低下など重大な事態に発展する恐れがある。このた
め，パイプラインを定期的に検査診断し，その健全性の確
認を行うことはパイプライン管理者の重要な任務である。
このニーズに対応してパイプライン検査診断技術が開発
され，成果を上げている。ここではこれら検査診断技術の
うち，主に超音波ピグによる検査診断技術について紹介す
る。

2. パイプライン検査方法

2.1 従来の検査

パイプラインの大半は地下に埋設されており，特に市街
地では道路下に敷設されている。また，海洋や河川，運河
では
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は適していない。
これらのことから，従来
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